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「医療安全推進週間」の取組について（周知依頼） 
 
 
 医療安全対策の推進につきましては、平素より格別のご協力、ご高配を賜り厚く

御礼申し上げます。 
  
 医療機関や医療関係団体等における医療安全の取組促進及びこれらの取組につ

いて、国民の理解や認識を深めることを目的とし、毎年度 11 月 25 日を含む 1 週間

を「医療安全推進週間」と定めております。 
今般、今年度の医療安全週間（11 月 24 日～30 日）の取組について、厚生労働省

医政局地域医療計画課 医療安全推進・医務指導室より、別添の通り、本会宛事務

連絡がありました。 
今年度の取組として 

１．患者・国民に向けた医療安全の普及啓発動画の作成 
２．「医療安全週間」に係る 

（１）タイアップポスター 
（２）タイアップ動画 

３．医療事故調査・支援センターによる医療事故の再発防止等（提言・動画） 
の配信が行われるとのことです。なお、紙媒体ポスター等は 11 月 20 日を目途に都

道府県医師会に送付される予定です。 
また、令和６年度「医療安全推進週間」の取組を通じて、厚生労働省が国民の皆

様にお伝えしたいことの趣旨につきましては「（関係者限り）令和 6 年度医療安全

推進週間を通じて伝えたいこと」をご参照ください。※当該資料については、著作

権の関係で不特定多数の方の目に触れる掲示等はお控えいただきますようお願い

いたします。 
なお、ポスター・動画等につきましては、いずれも掲示（使用）期限・方法等に

関する留意点が別添事務連絡に記載されておりますのでご注意ください。 
 

貴会におかれましては本件についてご了知いただき、貴会会員や貴会会員施設へ

の周知方よろしくお願い申し上げます。 
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「医療安全推進週間」の取組について（周知依頼） 

 

 

 医療安全行政の推進につきましては、平素より格別の御高配を賜り厚く御礼

申し上げます。 

 医療機関や医療関係団体等における医療安全の取組促進及びこれらの取組に

ついて、国民の理解や認識を深めることを目的とし、毎年度 11 月 25 日を含む

１週間を「医療安全推進週間」と定めております。 

 今年度の医療安全推進週間の取組として、下記のとおり行いますので、貴会

会員や貴会会員施設等に対する周知の御協力を賜りますようお願いします。 

 

記 

 

１．患者・国民に向けた医療安全の普及啓発動画 

患者・国民に医療のリスクに関する正しい理解を促すとともに、医療安全

のための医療機関の取組を周知し、医療安全に向けた医療従事者との協働を

呼びかける目的で、患者・国民向けの普及啓発動画を作成しました。 

つきましては、厚生労働省公式YouTube及びダウンロード可能なサイトに掲

載しておりますので医療機関においてご活用ください。 

【厚生労働省公式YouTube URL】 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLMG33RKISnWhHeCelrrOxIIjW2YJ1a3Y3 

【ダウンロード可能サイト URL】 

https://mhlwlan.sharepoint.com/:f:/s/ExGeneral_5706/EqDRIQKRu3ZIkN8NazaTQgQB_qa5Mv

0U4HDEEwW5w8DmlQ?e=MMElI0 

 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLMG33RKISnWhHeCelrrOxIIjW2YJ1a3Y3
https://mhlwlan.sharepoint.com/:f:/s/ExGeneral_5706/EqDRIQKRu3ZIkN8NazaTQgQB_qa5Mv


 

※ 医療機関における活用例 

① ２の（２）のタイアップ動画と併せて待合室等での放映 

② 患者向けのイベント（勉強会等）での使用 

 

２．「医療安全推進週間」に係るタイアップについて 

「医療安全推進週間」の機会を活用し、国民に医療安全施策を周知すると

ともに、医療の安全性について患者・国民と医療関係者がともに考える契機

をつくる目的で、映画会社の御協力により、令和６年 12 月６日より全国公

開となる『劇場版ドクターX』と「医療安全推進週間」のタイアップポスタ

ー及びタイアップ動画を作成しました。 

当省としましては、今般のタイアップを通じ、国民に「医療安全推進週間」

が広く認知され、医療安全施策及び医療関係者の医療安全に向けた取組への

理解が深まることを期待しております。 

 

（１）タイアップポスター 

① 紙媒体ポスター 

東宝株式会社及び株式会社弘春堂より都道府県医師会に送付します

ので、郡市医師会等の先生方に配布いただきますようお願いいたしま

す。 

② 電子媒体ポスター（デジタル掲示板用） 

次のダウンロード可能なサイトに格納しておりますので、医療機関

においてご活用ください。 

【ダウンロード可能サイト URL】 

https://mhlwlan.sharepoint.com/:f:/s/ExGeneral_5709/Ei40UezJnW9Bvk8HMJnxqx

YBkr1AqTEI_AiZpQnMsG5Llw?e=d3YhVC 

※ 「② 電子媒体ポスター（デジタル掲示板用）」は著作権の関係上、医療機

関内及び薬局内の待合室のデジタル掲示板への掲載に限ります。印刷し、

紙ポスターとして掲示するなどその他の使用用途は一律不可となっており

ますので、取扱いにはご注意ください。 

③ 電子配布ポスター（印刷用） 

①②とは別デザインのポスターを厚生労働省ホームページに掲載し

ております。医療機関において印刷してご活用ください。 

【ホームページ掲載先】 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/iryouan

zen2023_00003.html 

※ 医療機関における活用例：待合室や掲示板に掲示 

https://mhlwlan.sharepoint.com/:f:/s/ExGeneral_5709/Ei40UezJnW9Bvk8HMJnxqx
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/iryouan


 

※ ポスターの掲示期間につきましては、①～③のいずれも令和７年１月末

までとなります。 

（２）タイアップ動画 

『劇場版ドクターX』の主演俳優・米倉涼子さんが、医療安全への患者

参画を呼びかける内容の啓発動画を作成しました（動画には『劇場版ドク

ターX』特報映像が含まれます）。 

つきましては、次の厚生労働省公式YouTube及びダウンロード可能なサ

イトに掲載しておりますので、医療機関においてご活用ください。 

  【厚生労働省公式 YouTube URL】 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLMG33RKISnWhHeCelrrOxIIjW2YJ1a3Y3 

【ダウンロード可能サイト URL】 

https://mhlwlan.sharepoint.com/:f:/s/ExGeneral_5706/EqDRIQKRu3ZIkN8NazaTQgQB_q

a5Mv0U4HDEEwW5w8DmlQ?e=MMElI0 

※ 本素材は著作権の関係上、医療機関内及び薬局内における患者向けの放映に

限ります。その他の使用用途は一律不可となっておりますので、取扱いにはご

注意ください。 

※ 動画の使用期限につきましては、令和７年１月末までとなります。 

※ 医療機関における活用例：1の普及啓発動画と併せて待合室等での放映 

    

（３）その他 

本ポスター及び動画の作成・配布は当省の施策の普及啓発を目的とす

るものであり、当省において映画の鑑賞を推奨するものではありません。 

 

３．医療事故調査・支援センターによる医療事故の再発防止策等（提言・動

画）の配信について 

令和６年10月９日より、医療事故調査・支援センターが「公式LINE」「an

なび（Medsafe Japan 配信サービス）」による情報配信を開始しました。医療

事故調査制度から得られた再発防止策（提言・動画等）等の、より一層の普

及啓発に向けて、各医療機関や各医療従事者において活用されるよう周知方

お願いします。 

※ URL： https://www.medsafe.or.jp/modules/news/index.php?content_id=335 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLMG33RKISnWhHeCelrrOxIIjW2YJ1a3Y3
https://mhlwlan.sharepoint.com/:f:/s/ExGeneral_5706/EqDRIQKRu3ZIkN8NazaTQgQB_q
https://www.medsafe.or.jp/modules/news/index.php?content_id=335


 

４．ＱＲコード一覧 

○ 患者・国民に向けた医療安全の普及啓発動画（１、２（２）参照） 

【YouTube】                 【ダウンロードファイル格納先】 

※ 「01_02～04 結合版動画」「02_タイアップ趣旨説明動画（厚生労働省作成）」「03_『劇場版ド

クターX』タイアップ動画」の使用期限につきましては、令和７年１月末までとなります。 

 

 

 

 

○ 「医療安全推進週間」に係るタイアップについて 

・ 電子媒体ポスター（デジタル掲示板用）（２の（１）の②参照） 

【ダウンロードファイル格納先】 

※ 本ポスターの掲示期限につきましては、令和７年１月末までとなります。 

 

 

・ 電子配布ポスター（印刷用）（２の（１）の③参照） 

【ホームページ】 

※ 本ポスターの掲示期限につきましては、令和７年１月末までとなります。 

 

 

 

 

○ 医療事故調査・支援センターによる医療事故の再発防止策等（提言・動 

画）（３参照） 

【ＬＩＮＥ公式】               【an なび】 

以上 



令和６年度の「医療安全推進週間」を通じて伝えたいこと

令
和
６
年
度
の
厚
生
労
働
省
の
取
組

①「医療安全推進週間」の認知度を高め、患者側・医療側を含む国民全体の医療安全への関心をもっていただく
② 医療安全への参画に必要な知識を国民に提供して参画を促進し、医療の安全・質の更なる向上を目指す

目
的

タイアップの趣旨︓決め台詞「私、失敗しないので」をもとに、「医療で“失敗しない”のは当たり前なのだろうか」と、
患者側・医療側を含む国民全体で、医療の安全について考えるきっかけをつくりたい。

➢『劇場版ドクターX』とタイアップ① 国民全体の医療安全への関心をもっていただく

みなさん、こんにちは。劇場版ドクターXで大門未知子を演じております米倉涼子です。
医療の現場は常に危険や想定外と隣り合わせです。そんな中でも安全な医療を目指す
ためには、医療チームみんなの協力と、安全のための“仕組みづくり”が鍵なんです。
また、最近は患者さんが医療の安全のために果たす役割にも注目されているんですよ。
みなさんも、医療の安全のこと、一緒に考えてみませんか。

米倉涼子さんよりコメント

厚生労働省地域医療計画課
医療安全推進・医務指導室

① 厚生労働省は「医療安全推進週間」において様々な関係者と取り組んできており、一定の成果はあるが認知度が低く、医療安全自体の認知向上も未だ課題

② 近年、医療安全への患者の参画の重要性が指摘されているが、患者側の知識向上も必要な状況。国民へのアンケート※では、
・「医療安全において患者にも役割があると思う」「自らも取り組みたい」という声が多い
・一方、「医療安全に参画するために必要な知識が、患者側に不足している」という声も多い

（※令和4,5年度厚生労働行政
モニターアンケート）

背
景

② 医療安全への参画に必要な知識を国民に提供し、医療安全への参画を促進する

伝えたいこと
➢広報誌「厚生労働」
11・12月号の特集

・専門家が分かりやすく解説
・医療現場の取組を紹介
・Doctor-X×医療現場×行政の
スペシャル対談

➢医療現場の取組の取材動画

普段、患者の目に触れることの
少ない水面下の取組を密着取材
・患者の安全への医療現場の思い
・安全のための“仕組みづくり”
・安全のために患者ができること

国民の皆さまへ
タイアップポスター

✓ 医療にどのようなリスク(危険性)
があるのか
”回避できるもの”, ”回避が難しいもの”を
含めて、医療には様々なリスクがあります

✓ リスクを減らすために、
どのような取組があるのか
医療機関は様々な工夫や取組をしています
広報誌・動画で紹介した例︓
インシデント報告、医療安全の委員会、
患者確認、検査報告書の組織的な確認

✓ リスクを減らす取組に、
患者が関わるとどんな効果があるのか
患者が参加・協力することで、
医療安全の取組の有効性が向上します

＜知っていただきたいこと＞
✓ 回避が難しいリスクもあることを知り、
納得した上で医療を受けましょう
合併症・副作用などについても
しっかりと説明を聞き、疑問や希望を伝え、
主体的に方針決定に関わりましょう

✓ リスクを減らす取組に参加・協力しましょう
医療機関の医療安全の取組に協力しましょう
広報誌・動画で紹介した例︓
患者確認への協力、受けた検査の結果の確認

✓ “気付き”を声に出しましょう
症状や患者の”気付き”を積極的に伝えることが、
リスクの管理（診断や情報共有の正確性の向上、
合併症の早期発見など）につながります

＜実践していただきたいこと＞

関係者全員の協働で、医療を安全に

関係者限り


